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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第41期
第１四半期
連結累計期間

第42期
第１四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 1,291,302 1,250,279 5,274,401

経常利益又は経常損失(△) (千円) △138,874 10,442 △335,074

四半期純利益
又は四半期(当期)純損失(△)

(千円) △89,641 234 △279,335

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △94,301 △5,280 △277,455

純資産額 (千円) 1,145,159 956,724 962,005

総資産額 (千円) 3,386,708 3,175,013 3,397,435

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期(当期)純損失金額(△)

(円) △30.54 0.08 △95.17

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 33.8 30.1 28.3

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第41期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び

連結子会社）が判断したものであります。
　

（１）経営成績の分析

当第1四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、平成23年3月11日に発生した東日本大震災や原子

力発電所の事故による電力不足の影響により、経済環境全体が大きな影響を受け、一部に景気回復の兆し

がみられたものの、資源価格の高騰や円高の進行等依然として先行き不透明な状況にあります。

　このような状況のもと、当社は引き続き「お客さま第一主義」に徹した経営姿勢を貫き、業務品質の向

上に取り組むとともに提案型営業を推進してまいりました。また、収益力向上に資するため原価管理の徹

底、販売管理費の削減に努めてまいりました。

　この結果、当第1四半期連結累計期間におきましては、企業間競争の加速や経済不況に起因するお客様か

らのコスト削減要請等により、売上高は12億5,027万円（前年同四半期比3.2％減）となりましたが、利益

面につきましては期初からの原価及び販売管理費の改善効果により、経常利益が1,044万円（前年同四半

期は1億3,887万円の経常損失）、四半期純利益は23万円（前年同四半期は8,964万円の純損失）と改善い

たしました。
　

  セグメントの業績を示すと、以下のとおりであります。

　

①建物総合管理サービス事業

建物総合管理サービス事業につきましては、長引く景気低迷と先行き不安定な経済状況の影響を受け、

お客さまからの減額要請や契約終了案件が増えるとともに、設備投資に伴う改修工事等の臨時業務につ

いても、実行を控え先送りされる案件が増えました。また、新規案件の獲得につきましては、同業他社との

価格競争の激化により受注が厳しくなっております。

　このような状況の下、当社グループでは質の高い既存先管理と提案型営業を推進することにより、大規

模事業所からの継続的な工事の受注に加え、大手企業からの新規事業所を受注することができました。ま

た、人件費、外注費等、原価管理を徹底することによるコスト削減策を推進し、業績向上に取り組んでまい

りました。

　この結果、不採算事業からの撤退等の影響があったものの、新規案件の受注により売上高は9億6,246万

円（前年同期比0.9％減）となりました。利益面におきましては、コスト削減効果により、営業利益は

9,479万円（前年同四半期は3,191万円の営業損失）と改善いたしました。
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②人材サービス事業

人材サービス事業につきましては、人材ビジネス業界において、有効求人倍率や完全失業率が最悪の水

準で推移し、また、企業の人材サービスに対する需要も低迷するという厳しい状況が続いております。

　このような状況の下、当社グループではお客さまに密着した深耕開拓営業を推進し、関西地区及び中部

地区への営業も積極的に進めてまいりました。

　しかしながら、お客さまからの契約の終了や縮小、官公庁入札物件の不落札、派遣単価の見直し、また、新

規要請では高度なニーズへの対応や競合他社との競争激化等の影響が大きく、売上高は2億5,869万円

（前前年同期比10.3％減）となり、営業損失は389万円（前年同四半期は230万円の営業損失）となりま

した。

 

　

③介護サービス事業

介護サービス事業につきましては、介護報酬のプラス改定や介護職員処遇改善交付金による支援が行

われておりますが、事業を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続きました。

  このような状況の下、当社グループでは居宅介護支援事業、介護予防支援事業、介護認定調査業務及び

訪問介護事業を通して、お客さまにご満足いただけるサービスを提供するため、サービス品質の向上に努

めてまいりました。

  この結果、介護が終了となるお客さまが増えたこと等が影響し、売上高は2,911万円（前年同期比9.0％

減）となりましたが、コスト削減が功を奏し営業利益は206万円（前年同期比111.1％増）となりました。

　

（２）財政状態の分析

（総資産）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、31億7,501万円となり、前連結会計年度末に比べ2億

2,242万円減少しました。主な要因は、売上高の減少に伴う売掛金の減少及び借入金返済により現金及び

預金が減少したこと等によるものです。

　
（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、22億1,828万円となり、前連結会計年度末に比べ2億1,714

万円減少しました。主な要因は、借入金の返済により借入残高が減少したこと等によるものです。

　
（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、9億5,672万円となり、前連結会計年度末に比べ528万円

減少しました。主な要因は、保有投資有価証券の時価下落による有価証券評価差額金の減少によるもので

す。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

　
（５）従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

（６）生産、受注及び販売の実績

①生産実績及び受注状況

当社グループは、役務提供を主体としているため、受注生産は行っておりません。このため、生産、受注

の記載は行っておりません。
　

②販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

建物総合管理サービス事業 962,469 △0.9

人材サービス事業 258,693 △10.3

介護サービス事業 29,116 △9.0

合計 1,250,279 △3.2

　

　（注）1　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりです。

　

相手先

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

㈱サンシャインシティ 208,470 16.1 207,136 16.6

　　　２　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

（７）主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,560,000

計 10,560,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,940,000 2,940,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であります。

計 2,940,000 2,940,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ― 2,940 ― 302,000 ― 242,000

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　4,800

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,935,000
29,350 ―

単元未満株式
普通株式

200
― ―

発行済株式総数 2,940,000― ―

総株主の議決権 ― 29,350 ―

(注)  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社アール・エス・シー

東京都豊島区東池袋
３－１－３

4,800 ― 4,800 0.1

計 ― 4,800 ― 4,800 0.1

(注)  当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式(自己株式等)」欄に含めております。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成23年４月１

日から平成23年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,122,237 1,061,439

受取手形及び売掛金 614,835 561,484

有価証券 17,568 8,976

原材料及び貯蔵品 4,242 4,288

繰延税金資産 28,533 9,914

その他 67,624 52,157

貸倒引当金 △5,455 △4,940

流動資産合計 1,849,586 1,693,321

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 369,950 369,950

減価償却累計額 △233,957 △236,692

建物及び構築物（純額） 135,992 133,258

土地 364,693 364,693

その他 74,212 75,051

減価償却累計額 △58,124 △59,041

その他（純額） 16,088 16,010

有形固定資産合計 516,774 513,961

無形固定資産

借地権 47,121 47,121

ソフトウエア 108,531 97,465

電話加入権 7,123 7,123

のれん 770 561

無形固定資産合計 163,547 152,271

投資その他の資産

投資有価証券 318,218 320,557

長期預金 52,400 52,402

差入保証金 63,251 63,133

保険積立金 168,788 96,070

繰延税金資産 258,821 277,379

長期貸付金 1,733 1,675

破産更生債権等 346 346

その他 6,817 6,740

貸倒引当金 △2,849 △2,847

投資その他の資産合計 867,526 815,458

固定資産合計 1,547,848 1,481,692

資産合計 3,397,435 3,175,013
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 104,112 65,862

短期借入金 331,650 302,510

1年内返済予定の長期借入金 416,323 390,998

1年内償還予定の社債 67,400 67,400

未払費用 264,199 248,580

未払法人税等 293 2,955

未払消費税等 3,090 47,259

賞与引当金 47,009 15,283

その他 108,189 90,249

流動負債合計 1,342,268 1,231,099

固定負債

社債 82,500 65,500

長期借入金 468,353 387,141

退職給付引当金 398,718 401,843

長期未払金 229 －

役員退職慰労引当金 143,360 132,704

固定負債合計 1,093,161 987,189

負債合計 2,435,429 2,218,288

純資産の部

株主資本

資本金 302,000 302,000

資本剰余金 250,237 250,237

利益剰余金 427,082 427,316

自己株式 △1,729 △1,729

株主資本合計 977,590 977,824

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △15,584 △21,099

その他の包括利益累計額合計 △15,584 △21,099

純資産合計 962,005 956,724

負債純資産合計 3,397,435 3,175,013
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 1,291,302 1,250,279

売上原価 1,193,137 1,041,348

売上総利益 98,165 208,931

販売費及び一般管理費 231,983 197,542

営業利益又は営業損失（△） △133,818 11,388

営業外収益

受取利息 1,060 740

受取配当金 1,186 1,585

不動産賃貸料 1,153 1,449

助成金収入 2,176 －

保険返戻金 － 3,036

雑収入 4,595 1,104

営業外収益合計 10,173 7,917

営業外費用

支払利息 4,250 5,916

有価証券評価損 10,515 1,047

雑損失 463 1,898

営業外費用合計 15,229 8,862

経常利益又は経常損失（△） △138,874 10,442

特別利益

貸倒引当金戻入額 725 －

固定資産売却益 114 －

特別利益合計 839 －

特別損失

保険解約損 － 9,854

固定資産除売却損 9 67

特別損失合計 9 9,921

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△138,043 521

法人税、住民税及び事業税 686 631

法人税等調整額 △49,088 △345

法人税等合計 △48,402 286

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△89,641 234

四半期純利益又は四半期純損失（△） △89,641 234
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△89,641 234

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,660 △5,515

その他の包括利益合計 △4,660 △5,515

四半期包括利益 △94,301 △5,280

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △94,301 △5,280

少数株主に係る四半期包括利益 － －

EDINET提出書類

株式会社　アール・エス・シー(E04978)

四半期報告書

13/23



【継続企業の前提に関する事項】

 該当事項はありません。

　

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

 該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

 該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　当第1四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 15,308千円 14,718千円

のれんの償却額 208千円 208千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 14,675 ５ 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

無配のため記載すべき事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建物総合管理
サービス事業

人材サービス
事業

介護サービス
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 970,821288,49031,9901,291,302 ─ 1,291,302

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 970,821288,49031,9901,291,302 ─ 1,291,302

セグメント利益又は損失(△) △31,918△2,301 977 △33,242△100,575△133,818

（注）１.セグメント利益の調整額△100,575千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

　　　　り、その主な内容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理部門にかかる

　　　　費用であります。

　　　２.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成 23年 ４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建物総合管理
サービス事業

人材サービス
事業

介護サービス
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 962,469258,69329,1161,250,279 ─ 1,250,279

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 962,469258,69329,1161,250,279 ─ 1,250,279

セグメント利益又は損失(△) 94,791△3,894 2,062 92,959△81,571 11,388

（注）１.セグメント利益の調整額△81,571千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

　　　　り、その主な内容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理部門にかかる

　　　　費用であります。

　　　２.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)
　

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)
　

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)
　

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)
　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

　 １株当たり四半期純利益又は四半期純損失(△) △30円　54銭 8銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) △89,641 234

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額(△)(千円)

△89,641 234

    普通株式の期中平均株式数(株) 2,935,137 2,935,137

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社　アール・エス・シー(E04978)

四半期報告書

20/23



　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月12日

株式会社アール・エス・シー

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    並　  木    健　　治    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    土    居    一    彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社アール・エス・シーの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会
計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から
平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アール・エス・シー及び連結子会社
の平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績の状況を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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